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                                １３：３０開議  

 

○ 荻須智之委員長 

 それでは、お時間になりましたので始めさせていただきます。 

 本日の委員会においてもインターネット中継を行いますので、事務局はインターネット

中継を開始してください。 

 それでは、総務常任委員会を開会いたします。 

 本日は、先日示されました新型コロナウイルス感染症対策室の設置について、調査を行

ってまいります。急な委員会の開催となり、誠に申し訳ございませんでした。理事者並び

に各委員におかれましては、お忙しい中ご出席賜りまして本当にありがとうございます。 

 なお、豊田委員は議会の申合せとして、５月６日までは会議を開かないという趣旨に沿

って、欠席しますということを既にご報告いただいております。 

 本日は、感染拡大防止の観点から、議会における会議等も原則中止または延期とする中

での開催となります。間隔を広く取ってお座りいただくなどの対策を講じているところで

はありますが、できるだけ短時間の会議としたいと思いますので、理事者並びに委員各位

におかれましては、スムーズな委員会運営にご協力をお願いします。 

 また、本日は危機管理室、総務部、政策推進部にご出席いただいております。 

 新型感染症対策は非常に多くの部局にまたがる課題でありますが、本日はあくまでも総

務常任委員会の所管の中での調査となりますので、大きく所管を逸脱する議論については

議事整理をさせていただく場合もありますので、ご承知おきください。 

 また、現在、議会として新型コロナウイルス感染症に関する意見を取りまとめていると

ころですが、本日の議論を通じて意見集約が図れたものについては、総務常任委員会の意

見として、議長を通じて提言を行うものとさせていただきたいと思います。 

 それでは、所管事務調査を行いますので、まず危機管理監からご挨拶をいただきます。 

 

○ 樋口博己委員 

 先ほど委員長から、豊田委員がコロナ対策で会議を持たないということということで欠

席と言われましたけれども、それに対応して、豊田委員に関してはテレビ会議で参加する

とか、そんなようなやり取りはあったんでしょうか。 
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○ 荻須智之委員長 

 テレビ会議については、事前に事務局ともご相談をさせていただいたんですが、結局、

それについての取決めがまだなされていませんので、在宅の方の発言が議事録に載るのか

というとどうやろうというところで、ちょっと間に合わなかったということで、ご承知お

きください。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。今後はもちろん、そういうのに対応できるようにしていくべき

だとは思っております。失礼しました。 

 では、危機管理監、ご挨拶、お願いしてよろしいでしょうか。 

 

○ 服部危機管理監 

 危機管理監、服部でございます。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、先週末から感染者の発生が市内で続いてお

りまして、昨日も９例目の発生のご連絡をさせていただいたところでございます。 

 先の見えない感染症でございますが、このたび感染症対策室を設置することとなりまし

た。その点につきまして、所管事務調査をしていただくということで、本日はよろしくお

願い申し上げます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 それでは、資料の説明をお願いいたします。 

 

○ 清水総務部次長兼総務課長 

 総務課長の清水でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、タブレットの資料をご説明いたします。 

 12_休会中（３月～５月）、04_総務常任委員会、001_新型コロナウイルス感染症対策に

関する組織をお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 こちら、４月21日の記者会見資料となりますが、ご存じのとおり４月16日に新型コロナ

ウイルスの感染症拡大に対応する緊急事態宣言が発令されております。 

 緊急経済対策としまして、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策が打ち出されまして、

国民１人当たり10万円支給の状況となっております。 
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 これに対する本市の体制でございますが、２の本市における組織体制についてでござい

ます。 

 本市としましては、国から打ち出される経済対策等の円滑かつ迅速な実施、市独自の給

付策等のため、４月27日に専任６人、兼務を含め総勢32名の新型コロナウイルス感染症対

策室を設置するものでございます。 

 組織の事務分掌につきましては、まず、感染症対策に係る全庁的な施策の調整及び広報

に関すること。次に、新型コロナウイルス感染症対策に係る給付に関すること。そして、

その他としまして室の庶務に関することとなっております。 

 次のページでございますが、設置場所としましては、この本庁舎11階の職員研修室に設

置としております。 

 中ほど、体制イメージでございますが、室長以下、施策調整担当と給付金等担当に分か

れまして、健康危機管理対策本部と連携しながら進めていくものとなっております。 

 これによりまして、本市の組織としましては17部116課となってございます。 

 そして、次の３枚目以降の資料につきましては、市組織機構図でございます。 

 簡単ではございますが、私からの説明は以上でございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 説明はお聞き及びのとおりです。 

 これより質疑に入ります。ご意見、ご質疑のある方は挙手にてご発言願います。いかが

でしょうか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 ご苦労さまです。 

 今、説明を受けたみたいに30名程度という形で30万人。これ、10万円の配布という部分

では市町村に任せる、その体制が整って初めてスピード感を持ったというのが今求められ

ていると思うんですけど、この30名程度という人数の部分で、この程度でうまく進むもの

なんかどうかというのはちょっと確認だけさせてください。 

 

○ 内田総務部長 

 今回の、この10万円の支給につきましては、過去の定額給付金等の事業の実施に向けて



 - 4 - 

体制を組んできた経緯がございまして、そこを参考にしつつ、現在はそのような規模で置

かせていただいています。 

 今後、いろいろ早急に住民の皆様に届けるということもありまして、前回のいろいろ機

械的にやれた部分が手作業になってくる部分も見えてくるか分かりませんけど、それはほ

かの会計年度任用職員の募集でありますとか、外部の委託も踏まえて、事業実施に向けて

は随時拡大していく予定でございます。 

 以上です。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今、このいろんな公共施設の部分のところで、施設閉鎖というわけじゃないですけど、

人員的には止まっている部署というのは結構あったりするのかなと。そういうメンバーを

集めることでというような考え方はないんですかね。 

 そういう形であれば、職員として少しでも効率よく使えるのではないかなというふうに

考えたりはするんやけど、30名という数字を置くだけじゃなくて、もう少し増やすという

ような意識を持って、スピード感を持つというのが重要かなと思うんですけど、いかがで

しょう。 

 

○ 内田総務部長 

 委員おっしゃるとおり、組織はこれでスタートしますけれども、今後10万円の給付だけ

ではなくって、30万円の給付についてもまだ政府のほうでは検討しておるということです

し、事業の状況によりましては、おっしゃるとおり関係部局からのさらなる応援体制をし

くということは、この組織組みの中では了解を得られるところでございますので、柔軟に

対応してまいりたいと思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 ぜひ県内でもトップのスピード感を持った対応ができたというふうに、市民にとって四

日市という今、非常にアピールできるところの位置にあると思うので、ぜひともそういう

体制で結果をしっかり出してもらえるようにお願いしたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 

○ 樋口博己委員 

 まず１点目が、27日からこの体制を取るということなんですけれども、それに向けて、

これ、多分27日というのは、国の補正予算が可決したらすぐ対応できるということも想定

しておるんだろうなと思うんですけれども、10万円の給付に関しては、住民基本台帳中４

月27日の日付を基にというふうに、もう発表されておるんだと思います。 

 これに向けての、４月27日スタートと言いながら、もう既に準備をしていただかんとあ

かんと思うんですが、その準備状況というか、これはどうなんでしょうか。 

 

○ 内田総務部長 

 27日スタートということでありまして、それまで全然何もしないかということではなく

て、もちろん合理的かつ効率的にやらなあかんものですから、当然システムの開発とか、

あるいはその後、実際に申請書を送って返ってきた内容の点検でございますとか、ＤＶの

対応をどうするのか、細かいところも、そういうことも運用上決めていく必要があるので、

動けるところはまず動いておるということで、ご認識いただきたいと思います。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 そうすると、できる限りのことは今の原課の担当課のほうで準備をしているということ

で、確認させていただきました。 

 これ、まず27日スタートをいただくので、先ほど竹野委員からもスピード感を持ってと

いう話があったんですが、これ、27日時点の住民基本台帳の住民に対して、まずは郵送で

案内するかと思うんですけど、この案内するめどというのは、そこの辺までは、今、考え

てみえるんでしょうか。この予定ってあるんでしょうか。 

 

○ 内田総務部長 

 迅速に、まず発送準備ができるようにいろいろシステムとか、あるいは郵便物の封入と

か、そういう準備は今しておりますけれども、具体的に、じゃ、いつ発送できる見込みな
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んやといいますと、関連する予算もお願いする必要がありますけれども、それを抜きにし

て、何とかその５月の中下旬には発送できたらなという感覚で今は職員に、そこを目標に

動かせていただいておるというような状況でございます。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 中下旬というお話、発言があったんですが、これは一日も早く、ぜひとも、これはお願

いをさせていただきます。 

 あと、その室の中に、先ほど給付金等担当と、もう一つが施策調整担当というのがあり

ますけれども、この中の一つ目の国・県からの経済対策等に関する情報収集と各部局への

周知となっていますが、一方で市独自の施策、企画、立案となっておるんですけれども、

これはそうすると経済対策であるとか、市の独自の施策のための室ということで、危機管

理室の今の機能と、こことは全く性格が違うという意味なんでしょうかね。 

 その辺のすみ分けを少し説明いただくとありがたいんですが。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、委員おっしゃるとおり、こちらの室については、どっちかというと市民、事業者

への経済対策が中心になってくる、そういう任務を持った室とお考えいただいたらよろし

いかと思います。 

 ただ、いろんな形で国・県から情報が入ってくると、一元的にそれを管理して各部局に

適切に下ろすという役割がやっぱりどこかで必要であるということで、その今おっしゃら

れた施策調整担当のほうは、しっかり情報を市として受け止めて、各部局に正確に伝える

と。 

 それから、健康危機管理対策本部につきましては、これは従来から立ち上がっておる組

織ではございますけれども、どちらかというと市民の生命とか健康被害の拡大防止に、こ

れはどっちかというと任務に重きを置いておる組織でございまして、そことの情報共有で

ありますとか、この室が例えば企画したいろんな施策、この経済対策中心になってきます

けれども、それの最終確認を、この本部のほうに上げて意思決定していただく、そんなよ

うな流れになるのかなというふうに今は思っております。 
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○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 今お聞きしたイメージでは、今まで、これから具体的に国・県なり、市も新たに何か考

えていただくと思いますけれども、事業者や市民に対していろんな支援、そんなことを新

たなステージというか、新たな視点が要るから、こういった室をつくっていただくんだろ

うな、またしっかりと事業者、市民への具体的な支援を情報として発信していくんだろう

なということで理解させていただきました。 

 それで、今でもいろんな事業者や市民の皆さんから様々な問合せとか相談があるかと思

うんですけれども、これでもう一つ新たな相談窓口ができるんですけれども、こういった

内容はここへというような形になっていますが、何かこう、その相談窓口をもう少し一本

化とまでは言いませんけれども、大きな枠で健康に関することはここへ電話して、そこか

らつないでもらうとか、経済的支援はここというような、もう少し窓口を整理いただくと

いいのかなと思うんですが、この辺はどうなんでしょうか。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 今、窓口がいろいろあって、なかなか分かりにくいところをもう少し整理できないかな

ということだと思うんですけれども、もうちょっと既に今いろんなところ、例えば子供の

ほうとか福祉のほう、保健センター、それから今、最近ではちょっと商工がかなり多くな

ってまいります。 

 当然、こういう室をつくれば、そこへ電話がかかってきたりするのはかなり増えると思

いますので、まずはそこで的確にご案内ができるようにはしたいなと思いますし、今シテ

ィプロモーション部のほうとも、ちょっとうちのほうのホームページが見にくいかなとい

うのも感じておりますので、もう少し入りやすいような、こういう相談はこちらへとかい

うのが見やすいようにできないかというのをちょっと相談をかけておるところですので、

できるだけ早くその辺、ご対応はさせていただきたいなと思っています。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 そういうことを今、検討いただいているということなんですけれども、そうすると具体

的にホームページに整理して、新たな相談窓口というか、そういう連絡先をホームページ



 - 8 - 

にアップいただけるのは、どれぐらいをめどにお考えなんでしょうかね。今月いっぱいぐ

らいで整理できるんでしょうか。時期的なことをちょっとお聞きしたいと思います。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 その辺り、それぞれの段階はあろうと思いますけれども、まずは例えば今10万円のほう

はいつになったら入るのかとか、そういうことも思ってみえる方もかなりお見えになると

思います。 

 ですから、最初は今、こういうふうな準備をしているところですのでとか、そういうこ

とから含めて、今月中と言わずもっと早い段階で、そういった少しずつではありますが、

情報を出しやすいようにやっていかないかんのかなと、そのように考えてございますので、

精力的にやらせていただきたいなと思います。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 これ、最後、要望させていただきますけれども、県の事業者への自粛要請に対する補償

金なんか、50万円なんかも県が窓口になっていますけれども、市のほうにも多分問合せが

たくさんあるんだと思います。 

 事業者、市民にとっては県へ問合せするのか市なのか、どうなんかってあんまりよく分

かりませんもんで。四日市市内の市民、事業者にとっては、四日市に問合せするのが一番

身近で安心だろうと思いますもんで、そういったことも含めてしっかり新たな、こういう

室をつくっていただいて、より市民への、事業者への丁寧な対応を取っていただくんだろ

うと期待しておりますので、ぜひとも期待に応えるように頑張っていただきたいと思いま

す。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

○ 森川 慎委員 

 ちょっと分からんもんで、この新しい室というのは先ほどちょっとご説明はあったんで
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すけど、あくまで経済対策とか、そういう給付の話を所管していくということでいいんで

すかね。もうちょっと細かくというか、詳しくお聞きしたいんですが。 

 

○ 内田総務部長 

 委員おっしゃるとおり、国あるいは県の経済対策がいろいろメニューが打たれてきます

と、なかなかそれぞれの部局で対応しておったのではやっぱり行き違いがあったり、情報

の共有もできやん部分があって、まずは給付に関すること、いわゆる経済対策が中心とな

った任務を担う組織が要るということで、立ち上げたところでございます。 

 ただ、先ほど樋口委員からもお話がありましたけど、市としての窓口として各部局が立

ち上げておったのでは、なかなか市民もどこへ電話したらええんか分からんということで、

その意味では、総合的な窓口もこの室が担っていこうと、大きな目的としては、その二つ

がございます。 

 あと、先ほど言いましたけれども、市民の生命とか健康被害、それにつきましては、拡

大防止についてはやはり健康福祉部が中心になって、やっぱり対応していくんかなと、そ

のようなすみ分けで今、考えてございます。 

 以上です。 

 

○ 森川 慎委員 

 この２ページ目に、その健康危機管理対策本部と連携・情報共有ということは書いても

らってあるんですけど、どういう位置づけなのかあまり分からないんですよね。 

 トータルで政策判断とか必要だと思うんですけど、健康的、命に関わることと経済とか、

そういう市内の補償の話とか、給付の話とか、この辺ってやっぱり総合的にどこかが判断

していかないといけないんですけど、その指揮、命令系統というか、どこが判断していっ

て、そういうことをしていくんかなというのが、いまいち分からないんですけど、どんな

ふうに考えてみえるのでしょうか。 

 ここには計画、立案というのも想定業務に入れてもらってあるんですけど、それも含め

てどこが判断していくのか、決定していくのか、考えていくのか。 

 

○ 内田総務部長 

 組織機構図からいきますと、まず、この室のいろんな給付の部分については、政策推進
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部内に室を設置しておりますので、政策推進部のほうから、いわゆる意思決定機関のほう

に上げて決めていくという流れになります。 

 

○ 森川 慎委員 

 意思決定機関というのは、どこですか。 

 

○ 内田総務部長 

 これが多分、健康危機管理対策本部、我々、今、そういう想定でおりますけれども、た

だ、最終的に庁議の場で意思決定する部分も出てきますので、ちょっとここでは本当に、

それをそこまで図に表していないんですけれども、各部局のそれぞれ考えた内容はやっぱ

りこの室でまとめられて、政策推進部のほうから意思決定機関に流していこうという案で、

その意思決定機関は、健康危機管理対策本部が最終的に担うのか、それとも最終的な庁議

の場で決定していくのか、ちょっとそこら辺はまだきちっとしていないんですけど、今の

このイメージとしては、健康危機管理対策本部は庁議のメンバーと一緒ですので、そこで

意思決定機関として一つ機能を持たせたらどうかという、これは考えでおります。 

 それから、市民の生命健康被害の拡大防止でいろいろ、こうやはり取り組んでおる事業

については、それはもう、これは間違いなく健康危機管理対策本部が最終的な意思決定機

関ということでご理解いただきたいんですけど、給付の部分についてはより迅速な対応が

求められておる中で、最終的に意思決定機関としては、庁議の場で決めてしまうのか、健

康危機管理対策本部を意思決定機関にするのか、これ、ちょっと今、決めかねておるとい

う、そういうところでございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 それは決めないんですかね、もう。混乱しませんかね。 

 それこそ、例えばですけど、シティプロモーション部が東京とこっちにあって、同じよ

うなことを別々の場所でやっておったりとか、こういうのは今でもあるわけですね。 

 例えば、この命のお話であっても、それこそ市内の中小企業でも明日の固定費が足らな

くなってくるというか、緊急を要する場合で、そこを判断するというところが一番大事だ

と思うんですけど、それが今、決まっていないというのは、ちょっと、これがスタートし

ていっても上手に回っていかんのじゃないかなという懸念があると私は思うんですけど。 
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 どうですか、組織として。その辺を不安に感じるんですが、今、考えていないという。

なんで答えられやんのか。 

 

○ 内田総務部長 

 今、健康危機管理対策本部の構成メンバーと、それから意思決定機関とする市長をトッ

プとする要は庁議とは全く同じメンバーで構成されておるもんで、どっちの側で意思決定

するかということはあると思う。実態的には、同じメンバーのところで最終決定するとい

うのは変わりないんですけれども、健康危機管理対策本部として意思決定するのか、庁議

として意思決定していくのかというところはちょっとまだ、そこら辺のすみ分けは決まっ

ておらんと、ただメンバーは一緒のところへ上げていくという今、流れになっていますの

で、どっちの名前で決定して公表していくかというと、どっちがええんかちょっと今はま

だ調整していないところでございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 何となく言っておる意味は分かるんですけど、それも含めて、でもどうしていこうとい

うのを、それこそマニュアル化してこないと、本当に、例えばもう万が一死者数がちょっ

と急激に増えてきたとか、そういう状況になったときに適切な判断を下せるのかなという

ことを思うんですね。 

 ここの図で、こう二つ並べてもらって、体制としては連携・情報共有って書いてもらっ

てありますけれども、そうすると、この健康危機管理対策本部のほうが上にあるはずなん

かなとも思うし、その辺も明確にやはり決めておいてもらわないと、何かあったときに対

応できないと思いますもんで、早急に決定だけいただきたいなと思いますので、またよろ

しくお願いします。 

 

○ 内田総務部長 

 ご指摘、ありがとうございます。 

 早急に意思決定機関がどちらになるかということを決定して、迅速に対応してまいりた

いと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 ありがとうございます。 

 森川委員、よろしいでしょうか。 

 

○ 森川 慎委員 

 はい。 

 

○ 竹野兼主委員 

 話、聞いておると、だんだん分からんようになってくるんですけど。 

 今、樋口委員が言われたみたいに、この想定の業務のところで、例えば市独自の施策の

企画、立案とって実際に三重県のほうからで言うなら、５月６日までというところでのサ

ポートという体制で補助金が出るみたいな話になっていて、今、森川委員が言われるみた

いな中小企業とか、そういうところの支払いとかって、そういう部分については、企業で

あれば何らかの形の方策が取れると思うんですけど、そこのところに、実は本当は救い切

れていないというか、間から漏れている個人事業者みたいなのが本当は一番大変なんだろ

うなと。 

 これ、今も要望って話だったので、ぜひ聞いてもらえるなら要望としてぜひ言っておき

たいなと思うのは、例えば喫茶店とか、いろんなそういう飲食のところで時間を少し短く

してくれとかという話で、そんな話で物事が済んでいくのかなというと、実は人は出てい

ったらいけない、人が集まったらいけない、飲食するところなのに喫茶店はそのところに

入っていないよというような状況に今あって、それで、そこに入っていないから、店を閉

めても入っていないんやで、何で店を閉めるんやって、でも受けるほうとして、経営、運

営しようとするほうからすると、ひょっとしてコロナウイルスの感染者が入ってきたとき

に断れやん状況だってあるよねと。そういう細かなところで、網に漏れているような話と

いうのがあるんかなと。 

 そういうところをしっかりとサポートするのは、市の独自の体制なのではないかなとい

うふうに、自分は思ったりするんです。 

 そうすると、そこのところで今、この１週間から10日、２週間の間のところでというと、

早急な対応、例えば市のほうとしては、そういう飲食で集まれるところがあるのであれば、

そこのところについては営業を何とかストップしていただけませんかみたいな、そんなの

をきちっと出さんと、実際、その現場でやっている人たち、本当に家族運営みたいなとこ
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ろの人たちというのは、そういう意味合いで判断し切れやん。 

 逆に、行政側が、そこのところで、仕事をやめてほしいというか、言っていただければ、

それを理由にやめられる。お金は入ってこなくても、安全性は高まる。 

 その経済の部分とウイルスの部分が今、別々の話ではやっぱりあかんのかなと。両方と

もつながった対応ができやんと、きっと話の中では前へ進まんのかなというふうに思うん

です。 

 いろんな新聞でいろんな対策、それぞれに独自のというような話が出てきて、川越町な

んかは水道料金の、要するに減免というような、誰もが見て、ああ、なるほど、みんな負

担するところのところで公平性な負担なんやなという意味合いのところ、今、県から50万

円を出しますよ。飲食店というか、アルコールを扱っておるようなところについては、や

めれば50万円というような数字になってくるけど、それに関連してつながっている事業者

というのは、結局は、そこの営業の部分やないけど、それに反映されて立ち行かんような

ところになってくるような事業もあったりもすると思うんです。 

 そういう意味合いの中で、市は、この件に対して50万円のうちの２分の１、市が補助と

いうのはサポートするんですよね。そうなってくると、例えば、その県の部分を除いた部

分でも、市単独で25万円という数字の部分じゃなくてもいいのでストップしてくれたら、

こういう形で、その代わりに、それはコロナウイルスの密という部分が解消ができるとい

うのであれば、本来来週中にもというか、来週の月曜日にでも、トップの判断で事業とし

て、そういう部分のところについては６日までは休んでもらったら、何らかの形で補償す

るよというような判断力が必要なんかなというふうには、実は思っているんです。 

 その辺で、こう市民目線に立ったという意味合い、本当に弱い者が弱いままで、どうに

もならんのやなというふうに思わず、四日市に住んでおってよかったなと思えるような、

そういう施策がぜひ欲しいなとは思うんですけど、その辺のところについては、今、言わ

れるみたいに窓口として、そこのところにあるけど、判断するのはどこなんやというのが

確定できていないという状況が大きな問題であって、そういう意見が、例えば来たときに

即日でも、そういう対応ができるぐらいの形になってもらわんとせっかく財政がよくて、

財政力、何にでも使えるという財調について、ためてきた部分のところについては、今こ

そ、それを出して、市民の生活をサポートするべきなのではないかなというふうに、議会

の議員としては思うので、その辺のところを行政側もしっかりと受け止めて、早期の対応

をぜひともお願いできたらなというふうな要望をしておきたいと思います。 
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○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 森川委員、ちょっとお待ちください。 

 本日、この議題になっています新型コロナウイルス感染症対策室は、もう完全に個人が

対象という……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 でもないですね。 

 事業主というと商工農水部も絡むんですが。 

 

○ 竹野兼主委員 

 想定業務の中の、ここの項目にあったもんで、聞いておるだけの話。 

 

○ 荻須智之委員長 

 この辺りをもうちょっと突っ込んで説明していただけるといいかなと思うんですが。 

 

○ 樋口博己委員 

 今日はこの室の在り方というか。 

 

○ 荻須智之委員長 

 そうですね。 

 

○ 樋口博己委員 

 室が担う経済対策は、またそれぞれで会派なり議員個人で議長集約の下でやっていただ

かんと。商工農水部長も見えませんから。前任の商工農水部長は見えますけど。 

 

○ 荻須智之委員長 
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 所管を外れますのでね。 

 

○ 樋口博己委員 

 ちょっと整理をお願いしたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 それで、ひとつここで整理をお願いします。 

 

○ 佐藤政策推進部長 

 今ちょっと竹野委員からご指摘いただいた件なんですけれども、今うちの商工農水部の

ほうでも、実際に県のほうの休業補償の細かい具体的な内容が出たのが、まだ１日ぐらい

前ですかね。 

 それまでも、結構もう少し県は範囲を絞り込んでくるかなというふうな格好のものが聞

こえておりましたもんで、それに対しては何らかの市の独自のプラスで、もう少し広い範

囲まで拾えるような、ということも検討を今までは既にしております。 

 思ったよりか県のほうは規模、絞り込んだりとかしてきませんでしたので、個人事業主

なんかでも対象になるような格好になっていると思うんですね。今ちょっと細かいところ

まで私、あまりはっきり今、申し上げれませんけれども。 

 そういった対応もしておりますし、当然、県や国では対応し切れていないところを市独

自で何かやってやれないかというのは、商工農水部とかほかのところも含めて、今いろい

ろと調整に入ってございますので、できるだけ何らかの対応をできるようにはやっていき

たいなと思ってございます。全てが全てご要望どおりいくかどうかというのはございます

けれども、努力はさせていただきたいと思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今、樋口委員からも指摘された、この室についての意味合いで、自分もそうやって思っ

ているところなんですけど、想定業務の中の６の①のところでというのがあったもんで、

あくまで要望というか、市民はそういうふうな思いを持っているんだというのを少し聞い

ていただきたかったという意味合いで、少し内容は問題があったかもしれませんけど、そ

ういう思いはしっかりと伝えられたというふうに思っていますので、何とか要望に応えら
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れないかもしれないけど、検討はしているという話だけは聞かせていただきましたので、

しっかりとこのゴールデンウイーク明けまでの短い期間というのがまずは一つ段階もあり

ますし、それ以降のところで５月の中下旬というようなお話もいただきましたけど、でき

たら人数的な部分も含めて中旬までぐらいには本当に四日市だったらできるのではないか

なという期待を込めた、エールと思っていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 今みたいな、例えば竹野委員の言われたことは私も大部分賛成なんですけど、そういう

判断は、この室では下していかないんですかね。それがよう分からんのですよ。 

 例えば、給付も直ちに出そうとか、そういう場面だって十分に考えられると思うんです

けど、そこはどこが考える。ここは企画、立案が書いてあるんですけど、室では判断しな

いんですか。 

 ちょっとよく分からないんですよ。その確認だけ。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、ここの施策調整担当というところがいろんな給付に関する部分については考えて

いこうという体制です。 

 その中で、実際に実動として、この室の中に実動として存在するのは、その下に給付金

等担当とございますように、どっちかというと個人向けの給付については実動を備えた室

というふうにお考えいただいたらいいかなと。 

 それから、事業者向け、あるいは個人経営者向けの施策については、こちらの施策調整

担当のほうで企画する部分もございましょうし、商工農水部が独自にやっぱり立案してく

る部分もある。それは、ここで一旦施策調整のほうで全部吸収して、最終的に意思決定す

るところへ持っていくという役割を担うと思うんです。 

 ですから、商工農水部がここと調整しながらやる、ここが独自に企画して決めていく、

そんな部分がそれぞれあって、ちょっと分かりにくいか、分かりませんけれども、事業者
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向けの支援については、商工農水部が中心になってやっていくことは部分もあるというの

と、この室がひょっとすると企画、立案できる部分があるということでございます。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ちょっと確認なんですけど、全部、この室を通っていくということで一元化されていく

というふうに捉えればよろしいんですかね。 

 それとは違いますか。商工農水部は商工農水部で立案して勝手にやるのではなくて、こ

こが全て掌握しているというふうに捉えればよろしいんでしょうか。 

 

○ 内田総務部長 

 この施策担当のほうは、全部掌握しておるという前提で組織は運営されていくという考

えでございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 話を聞いておると、何かすごい時間がかかりそうな気がするんですよ。 

 商工農水部は商工農水部で独自でやっておるというお話ですけど、それこそさっき竹野

さんが言った、こぼれている人がいるとか、そういうところを拾えるんかなというのも思

うし、本当に明日食っていけやんかもしれやんという人が多分、この後、少なからず四日

市でも発生してくるんじゃないかなと私はすごく危機感を持っているところで、その商工

農水部の判断もそうやけど、それも含めて何か、こう全体的に判断なり検討をするのが、

ここなんかなと思って今日は入ってきたらどうも違うみたいやし、何となくこう何か余計

にスピードが遅れていくような危惧をするんですけどね。大丈夫ですかね。 

 まだできていないってあれやけど、そんなことを思いました。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、この室が立ち上がる前から今、お話が出ておりました事業者向けの支援というの
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はもう始まっておって、四日市独自の案もマスコミのほうに公表させておる部分もあると。 

 当然、商工農水部が前もって国、県の部分に上乗せする部分もあれば、独自で考えてい

る部分もあって、そういう企画、立案をすると、それは当然、最終的に市長に上がって意

思決定してやっていくということなんですけど、その情報は、この室が握っていないと、

また総合窓口の機能を果たせやんもんで、多分、担当部局からいろいろ考えられた事業に

ついての情報は、ここへ入れて、市として総合的に窓口となるという機能はどうしても必

要ですから、それは必要であろうと。 

 それから、逆に、この室が多分、私の今の想定では個人向けのほうが中心になってくる

と思うんですけれども、やっぱり市独自の施策も企画、立案した場合は、当然そこの窓口

は当然、ここで企画するので窓口になるし、ここが企画して自分のところの実動部隊でで

きやん部分は、実動が伴っておる部局にその事業を下ろしてさせてやっていくという流れ

になると思うんですよ。 

 ですから、各部局の考えたのをここで全部統括するのは、総合窓口として当然ですし、

ここが全てのことを企画、立案して各部局に下ろすというのは、なかなか、それは現実的

には難しいところもあるので、それは、その各部局とうまくやりながら、ただ情報はここ

へまとめていこうと、そういうようなイメージで持っていただければいいのかなと思って

おります。 

 以上です。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか、ほか。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 しっかり頑張っていただいて本当にありがとうございます。大変だけど、しっかりと頑

張ってくださいね。 

 我々議会もこのままでええのかなと思いつつ、ちょっと質問させてもらいますが、室の

イメージは大体分かりました。しっかり対応していっていただきたいなと思うのと、それ

から、税の関係が、この室の中には誰か担当はおるんですか。ここには出ていないですけ

ど。 
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 というのは、今回の補正予算とともに国税に関する法律案の改正が上がってきますから、

当然ながら様々な納税の猶予の関係とか、例えば欠損金に対する還付金とか、その辺りの

対応もしっかりしていってもらわなあかんと思うと、そこら辺りが表に出てきておらんと

ちょっと抜けているかなという気がするんだけど、その辺はどういうふうに対応していく

んですか。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、税制についてはどうしても地方税法の中での判断になってきますので、その部分

については、今の税務のほうで納税猶予等については検討を始めております。 

 先ほどの商工農水部と、この室の関係にもなってきますけれども、当然、各税の担当の

ほうがいろんな納税猶予等を考えた内容は、この室では共有させていただかなあかんと思

っています。 

 ですから、総合窓口の機能としての情報共有が必要と。 

 ただ、実際に税制上でどういう、その市民に対してサービスを提供するかを考えるのは、

今、財政経営部の税担当のほうで既に考え始められておるということですので、最終的に、

この室のほうの広報機能を使って、外へ出すかどうかということもありますけれども、そ

れは随時、もう先んじて財政経営部のほうで検討が始まっておるというようにご理解いた

だければと思います。 

 

○ 笹岡秀太郎委員 

 そしたら、ここの体制イメージの中に国・県からの経済対策等に関するであるけど、等

に入れてもらってあるんやろうと思うんやけど、等の中にそれは入ってくるんやろうと思

うんやけど、頭出ししておいたほうがよかったかなということだけ意見として。 

 以上です。 

 答弁、要りませんので。引き続きしっかり頑張ってくださいませ。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですか。 
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○ 森川 慎委員 

 ちょっと単純なことで、これ、政策推進部の下にあるけど、先ほどから内田部長が答え

ておるのは何でなんですか。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、組織の担当は総務部でやっておるということで、４月27日までは、この準備に係

る部分は全部私どもでさせていただいています。 

 ただ、政策推進部長とは常に情報共有をさせてもらって、企画、立案をやっぱり担う部

分ですので、そういう意味では政策推進部の中で、それも政策推進部のノウハウを生かし

ていただいた中で、企画、立案の部分を発揮していただければということで、組織は考え

ていたということでございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 森川委員、よろしいでしょうか。 

 

○ 森川 慎委員 

 はい。 

 

○ 樋口博己委員 

 ちょっと組織の配置のことでお聞きしたいんですけど、この室ですけど、組織機構図で

見ると、課に当たるんだろうと思います。 

 専任の方、人事発令名簿を見ると室長が主事の方がなるので、この方が室の室長という

ことで、係長級の方がお一人なんですけど、これ、多分、係長の方は給付のほうかなと思

いながら、その企画というか調整のほうの係って言うんか分かりませんけど、そっちの長

の方は室長が兼任というイメージなんでしょうかね。 

 

○ 内田総務部長 

 施策調整担当の、この室の室長、副参事、いわゆる課長級の職員を充てておりますけれ

ども、その下の室長補佐に当たるものが課付主幹とか主幹、いわゆる課長補佐、係長級で

今、考えてございまして、今ちょっと委員のほうは、どの資料、もうダイレクトに名簿を
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見られて……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 その間、先に樋口委員、発言されますか。 

 

○ 樋口博己委員 

 その人事発令名簿、これは個別の名前を言うとあれですけど、課長級がお一人で、係長

級がお一人で、一般の方があと３人で、この５名が専任だと思うんです。 

 室長は、この課長級の方だと思いますけど、この室の下に二つ、これは係という単位で

はないんですかね。 

 係長がお一人なので、その二つの係というか、その担当の責任者とどういうふうに配置

されるのかなという、それをお聞きしておるんですけれども。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、室を急遽立ち上げることになりましたので、体制的には冒頭、申しましたように

柔軟な体制の運用をしていかなあかんという中で、ここ、４月27日当初はこの体制で発令

しておりますけれども、大体１か月ぐらい先には、ちょっと仕事の調整の関係で１か月後

にはなりますけれども、室長補佐を配置する予定です。これは課長補佐級です。 

 ですから、そういう意味では課長補佐級のほうは、最終的には室長と共に企画、運営を

していく。それから、こちらの係長級のほうが、個人の給付中心な運営をしていくと、そ

ういう想定で今、考えてございます。 

 以上です。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 それをお聞きした上で組織の機構図の数を見ると、係は増えていないんですけど、これ

はやっぱり係ではないという意味ですかね。 

 室が後で立ち上がって、これ、課が後で立ち上がったというイメージですよね。 
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 係の数は変わっていないんですけれども、その辺をちょっと教えていただけますか。 

 

○ 内田総務部長 

 具体的に今、10万円を支給する個人の給付という話はもう明確になってきておりますけ

れども、その後、世帯に30万円でありますとか、市独自の個人給付もこれから検討されて

いく中で、係制にしてしまいますと、どうしても任務が係の中で、やっぱり任務がもう限

定されていますので、柔軟な組織運営はできやんということもありまして、企画部門と給

付部門という大きなすみ分けはしてございますけれども、係制を設けずに、できたらその

都度、その都度、柔軟に人材を動かせれるような組織運営が望ましいということで、係制

はしいてございません。 

 以上です。 

 

○ 樋口博己委員 

 分かりました。 

 今の部長の答弁を信頼して、改めて個人給付は一日でも早く、ゴールデンウイーク明け

にはできるように強く、これは要望させていただきたいと思います。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 ちょっと人事の話が出たので、この室を立ち上げることによって、ほかの課なりから人

が取られてくるわけで、ほかの業務の支障なりって、その辺は考えてもらってあるんです

かね。 

 

○ 内田総務部長 

 今、イベント等、中止になっておるとか、それから総務部の中でも、こういう業務は縮

小という話をした中で、一度人事異動でこちらのほうに応援に来ていただける職員につい

ては元の部局とは調整させた中で、今回発出させていただいております。 

 以上です。 
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○ 森川 慎委員 

 多分、この室がまたすごい時間外が出てきたりとか、ほかの課にも多分きっと思いがけ

ない、そういうところが出てきたりとかすることは十分に想定されるもんで、やはり健康

でないといろんな施策も実行すること、できませんから、その辺も十分ご留意をいただき

たいなというのがお願いですので、お願いします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ちょっと関連しまして、もう全国的には福岡県なんか、登庁する職員を２割にしたりと

か、この連休明けに、この患者数が減っていかない場合に考えていかなあかんと思うんで

すね。そういう場合のテレワークとか、ますます仕事が大変になるんですが、その辺につ

いてご配慮はどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○ 内田総務部長 

 まず、私どものほうも総務部としては職員の働き方について、この今の状況をどう乗り

越えるかということもありまして、まず時差出勤制度を早期に導入させていただきました。

通常の時間より１時間早く帰る場合と、１時間遅く、あるいは２時間遅く出勤できる、当

然公共交通機関を利用した職員に対しての配慮でございます。 

 現在は、これから今、内容を詰めておりますけれども、やはりテレワークという段階に、

そろそろ踏み切っていかなあかんのですけれども、どうしても個人情報を扱う業務が多い

という中で完全にはなかなか難しい部分があって、その制度設計に今、入っていますけれ

ども、それまでの間はできたら職場のほうで交代勤務ができないんかということは、これ

は全庁向けにちょっと検討してくれということで今、検討していただいております。 

 ただ、当然公務員ですので、地方公務員法の枠を超えた勤務状況というのはなかなか難

しいものですから、ある程度私どものほうから、この範囲の中で、こういう制約のある中

で考えてくれやんかということを近々、健康危機管理対策本部のほうで我々のほうから出

させていただいて、できる、できやん所属、それぞれ存在すると思いますけれども、でき

る限り登庁職員を減らせられるような、そういう取り組みをこれからやっていきたいと、

このように考えております。 

 以上です。 
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○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 人事の話が出たでさ、大津市がいよいよ市役所、止まりますよみたいな話になって。 

 要するに、市の職員の中に、そういう感染者が出たらというような状況があるので、今

どんな形になるか分からんけど、四日市市、その今、言う財政の部分で言うなら、例えば

今、抗体検査がどうのこうのとかという話も、国のほうでもいろいろやろうとしています

というのが聞こえてくる状況を考えると、財源の部分でも、早くにそういう職員について

は、抗体検査を受けられるような体制とか、先んじてそういう体制について、プラスにな

ると考えられるようなものなら、しっかりとやっていってもいいんじゃないかなというふ

うな思いがあったので、意見として言わせてもらっておきます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ご意見ということで、ありがとうございます。 

 よろしいですか。 

 

○ 森川 慎委員 

 ちょっとだけ踏み込みますけど、市の職員さんで感染が発覚したとか、なった場合って

何か指針って決めてあるんですか、どうするとかというのは。 

 

○ 内田総務部長 

 業務ＢＣＰについて、今回の新型コロナウイルスについて、そういうことも想定したも

のを、改めて今の、これまであったＢＣＰを見直して、それを各部局に見直してつくり直

せという指示をさせていただいて、それは今もう掲示板に上がっていますよね。 

 

（発言する者あり） 
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○ 内田総務部長 

 もう既に各職場から、それを出していただいて、庁内が共有できる情報ボックスの中に

入れていつでも見れるような状況にしてあって、それで動けるように今しておるところで

ございます。 

 

○ 森川 慎委員 

 ありがとうございます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですね。 

 じゃ、一番最後に副委員長からも指摘されたんですが、この経済対策、しかも個人向け

が主というものに対して、この名称が、もう保険も全部含むように勘違いされないかとい

うことなんですが、この名称についてはもう決定してプレスリリースしていますから、変

わらないということでよろしいでしょうか。それだけ確認なんですが。 

 経済対策室とか。勘違いして電話してくる市民が見えないかなというのをちょっと危惧

しましたもので、これ、もう一番最後ですが、すみません、いかがでしょうか。 

 

○ 内田総務部長 

 市民が市役所に対して、いろいろこう問合せされる窓口として混乱がないように、名称

以外にもきちっとどういう任務を担うかも明記させていただいた広報をすることによって

対応してまいりたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 

○ 荻須智之委員長 

 注釈なり。ありがとうございます。 

 ということで、もう約１時間になりまして、もうあまり長く会議することは今、規制を

受けておりますので、委員の皆さん、ご意見はそういうところら辺でよろしい、質疑等は

よろしいでしょうか。 

 

○ 竹野兼主委員 
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 今、言われておった、ホームページのところにそういう……。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ホームページ、注釈とか説明をですね。 

 そうしたら、ホームページ、確かにシティプロモーション部も、今、リニューアルを図

っていらっしゃるみたいですので、分かりやすく説明していただけるといいなということ

で、要望させていただいておくということで。 

 

○ 森川 慎委員 

 質問ではないんですけど、議会として、例えば今さっきも竹野委員のほうからいろいろ、

経済対策、こんなのをしてほしいとか、要望なり政策の、こういうことをしたらいいんじ

ゃないかというような提案とかあったんですけど、こういうことを議会として行政に伝え

たりとかいう場が公的に失われておるもんで、いろんな漏れなり、改善点なりというのが、

どうも見えにくくなっているのかなということを危惧するんですけれども、何かどういう、

委員会から言っていけばいいんですかね。 

 議員がやっぱりそれぞれ、これまで一月とか二月ぐらいの間にいろんな市民の声、聞い

てきたりとか、要望を受けたりとか、そういう情報をたくさん持っていると思うんですよ。 

 そういうのをやはり議会としても共有するべきだと思うし、それを元に行政でもっと改

善できることがあるかもしれないしという、そういう議論する場というのが久しく失われ

ておって大丈夫なんかなというのは、ずっと思っているところなんです。テレビ会議とか、

そういう機会でもええんかなと思うんですけど、何か議論する場というのは必要なんじゃ

ないかなということを、可能やったら委員会から申し入れていただけるといいかなと思い

ます。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 実は、先ほど冒頭に、豊田委員は議員説明会等、全体協議をすべきやというご意見を個

人的にいただいています。同じようなことで、本件も本当は所管がまたがるということで

は全体協議の対象になるはずなんですが、議会事務局でも検討してもらったんですが、な

かなか全員集まるのが今、難しいということで、この後、５月６日以降に必要であれば、
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またそういう機会を求めさせていただいてもいいかなとは思います。 

 急ぎましたのは、27日までに、この委員会で全く掌握していない室が立ち上がって、私

もまだあまり理解できていない状況というのは、芳しくないなということでしたので、副

委員長と相談の上、無理を申させていただきましたので、今の、確かに今、議員の仕事が

できていないということですよね。 

 

○ 森川 慎委員 

 仕事というか、やっぱりそれぞれがいろんな立場で市内のいろんな声とかを聞いてきて

いるはずで、それをやはり議会として共有するべきやし、市役所の皆さんにも共有をして

いただきたいし、そこからまた新たな一歩となり、政策というのも生まれていくかなとい

うようなことも思うんやけれども、そういう公的な場が今、用意されていないというのは

すごくいろいろ改善につながっていないんじゃないかなというのが思います。 

 個別、それぞれ要望されている方は、もちろん私も含めてあるんですけれども、それで

ええのかなというのはずっと思っているところです。 

 

○ 荻須智之委員長 

 議会として動けていないと、これはもう最後に議長に、これ、報告しますので、要望と

いうことで。 

 

○ 樋口博己委員 

 議会事務局から連絡はないんですかね、その24日午後３時までに集約しようという話は。 

 

○ 森川 慎委員 

 個別の意見はそうなんですけど、それも含めて。 

 

○ 樋口博己委員 

 ただ、この総務常任委員会からそれを言うというのは、それはちょっと委員長も言いづ

らいんと違うかなと思うんですけどね。 

 私の認識としては、会派でいろいろテレビ会議等、いろいろ議論して、申入れ、事務局

を通してうちの考え方は議長に出しましたので、その上で議長で采配いただくのかなと思
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っていますので。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 樋口博己委員 

 その上でというんであれば、議長に直接申し入れされたらいいんじゃないかなと思うん

ですけどね。 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ちょっとまだ説明が足りていませんでした。 

 昨日午後１時30分から議長に副委員長と一緒に面談させていただきまして、議会事務局

も入りまして、こういうご意見も出てきているという中で全体協議ができないということ

で、この今、募集中の提案の内容に載せる形でということで最終報告させてもらいますと

いうことで、議長の了解は得ています。ということで、これ、議長に戻しますので、その

上でまた必要であれば、全員で再開後ということになりますが、５月６日以降というふう

には捉えております。 

 現状では、その意見集約しか今、意見を出せませんので、それだけはご容赦いただきた

いと思います。確かに森川委員のおっしゃることもお伝えしますので。 

 ありがとうございます。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 ということで、ご意見、ご質疑等もないようですので、本件はこの程度といたします。 

 理事者の方、ありがとうございました、お忙しい中。引き続き、頑張って対応してくだ

さい。よろしくお願いします。 

 



 - 29 - 

○ 樋口博己委員 

 大いに期待しておりますので。 

 

○ 荻須智之委員長 

 すみません、委員の方、もうしばらくだけお待ちください。 

 理事者、退席していただきます。 

 それでは、冒頭で申し上げましたとおり、本日の委員会でいただいたご意見のうち、意

見集約ができるものについては、総務常任委員会の意見として議長を通じて提言を行って

いきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 そうしましたら、提言にまとめさせていただきます。 

 申し訳ありませんが、提出までの時間がもう本当に限られておりますので……。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 一任いただいてよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 では、異議なしということで、そのように進めさせていただきます。 

 本日は予定しておりました事項は、こういう次第でございますが、そのほか、よろしい

でしょうか。 
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（なし） 

 

○ 荻須智之委員長 

 ありがとうございます。 

 それでは、すみません、樋口委員、気がつきませんで。 

 

○ 樋口博己委員 

 冒頭、委員長で今後の整理いただくという話だったんですけれども、総務常任委員会も

テレビ会議、これはどういう整理が必要なんか分かりませんが、事務局ともよく相談いた

だいて、緊急でテレビ会議でもできるようなことを期待しております。 

 

○ 荻須智之委員長 

 テレビ会議の活用、今後検討させていただきます。ありがとうございます。 

 それでは、これにて終了させていただきます。ありがとうございました。 

 

                                １４：３４閉議  


